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陸
運
業
は
、
我
が
国
の
経
済
活
動
と
国
民
生
活
を
支
え
る
物
流
の
中
核
と
し
て
重
要
な

役
割
を
担
っ
て
い
る
。
陸
運
業
が
そ
の
役
割
を
果
た
し
て
い
く
上
で
、
そ
こ
で
働
く
人
々

の
安
全
と
健
康
を
確
保
し
て
い
く
こ
と
は
必
要
不
可
欠
で
あ
る
。 

陸
運
業
に
お
け
る
労
働
災
害
は
、
会
員
事
業
者
の
た
ゆ
ま
ぬ
努
力
に
よ
り
、
長
期
的
に

は
、
減
少
傾
向
に
あ
る
が
、
近
年
、
横
ば
い
か
ら
増
加
傾
向
と
な
っ
て
い
る
。
平
成
二
十

五
年
に
お
け
る
労
働
災
害
は
、
本
部
、
支
部
、
会
員
事
業
者
が
一
丸
と
な
っ
て
労
働
災
害

防
止
活
動
に
取
り
組
ん
だ
結
果
、
死
亡
災
害
は
百
七
名
と
過
去
最
少
と
な
っ
た
も
の
の
、

死
傷
災
害
に
つ
い
て
は
、
増
加
と
な
り
、
平
成
二
十
二
年
か
ら
平
成
二
十
五
年
ま
で
四
年

連
続
で
増
加
と
な
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
平
成
二
十
六
年
に
入
り
、
死
亡
者
数
、

死
傷
者
数
と
も
前
年
に
比
べ
増
加
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
厚
生
労
働
省
よ
り
当
協
会
に
対

し
、
本
年
八
月
、
「
労
働
災
害
の
な
い
職
場
づ
く
り
に
向
け
た
緊
急
要
請
」
が
な
さ
れ
た
。

こ
れ
を
受
け
、
当
協
会
と
し
て
は
、
「
職
場
の
安
全
衛
生
自
主
点
検
」
の
実
施
を
は
じ
め
、

ト
ラ
ッ
ク
か
ら
の
墜
落
災
害
防
止
に
つ
い
て
の
啓
発
、
荷
役
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
周
知
等
の

取
組
を
強
化
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。 

我
々
は
、
こ
の
よ
う
な
労
働
災
害
の
動
向
等
を
踏
ま
え
、
昨
年
策
定
し
た
「
労
働
災
害

防
止
五
か
年
計
画
」
の
目
標
達
成
に
向
け
て
、
決
意
も
新
た
に
労
働
災
害
防
止
活
動
を
展

開
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

本
年
は
、
陸
運
業
に
お
け
る
自
主
的
な
安
全
衛
生
活
動
の
促
進
を
目
的
に
当
協
会
が
設

立
さ
れ
て
か
ら
五
十
周
年
に
当
た
る
。
こ
の
こ
と
を
想
起
し
、
改
め
て
、
労
働
災
害
の
絶

滅
に
向
け
て
の
思
い
を
新
た
に
す
る
も
の
で
あ
る
。 

陸
運
業
界
は
厳
し
い
経
営
環
境
に
置
か
れ
て
い
る
が
、
我
々
は
、
人
命
尊
重
の
理
念
の

下
に
、
労
働
災
害
の
絶
滅
に
向
け
積
極
的
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
健
康
で
安
心
し
て
働

く
こ
と
が
で
き
る
職
場
環
境
を
実
現
し
、
企
業
並
び
に
業
界
の
発
展
に
寄
与
す
る
も
の
と

す
る
。 

こ
の
た
め
、
次
の
六
項
目
を
重
点
に
、
よ
り
一
層
努
力
を
重
ね
て
い
く
こ
と
を
こ
こ
に

誓
う
。 

一 

経
営
首
脳
が
先
頭
に
立
っ
た
安
全
衛
生
活
動
の
積
極
的
な
推
進 

一 

荷
役
運
搬
作
業
時
の
労
働
災
害
の
防
止 

一 

交
通
労
働
災
害
の
防
止 

一 

健
康
確
保
対
策
の
推
進 

一 

安
全
衛
生
意
識
の
高
揚 

一 

リ
ス
ク
低
減
の
取
組
の
推
進 

右
、
宣
言
す
る
。 

平
成
二
十
六
年
十
一
月
十
九
日 

第
五
十
回
全
国
陸
上
貨
物
運
送
事
業
労
働
災
害
防
止
大
会 


